



































再利用されている。回収率の推移を見てみると 1990 年からほぼ一貫して増加しており、2002 年のそ












先としてのアジアが注目を集めている。2002 年の鉄スクラップの輸出量は約 39万 9000 トン、輸出
額は約 133 億円に上っているが、これは 1998 年の数値のそれぞれ 1.53 倍と 1.97 倍にあたる。また
輸出先としては、中国が全体の 41.6％、韓国が 32.6％、台湾が 15.3％となっており、この３カ国で全
体の約 90％を占めている（2002 年）。
1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002
古紙回収量 14,021 14,466 14,908 15,767 16,565 18,332 20,036
古紙回収率 49.7 51.0 51.7 51.3 55.3 57.7 65.4
古紙利用率 51.5 52.5 53.3 53.6 54.9 57.0 59.6
（単位：1000 トン、％）
資料）古紙再生促進センター資料
1998 1999 2000 2001 2002
輸　出　量 53,366 16,268 64,220 234,609 315,375
輸　出　額 505,471 117,968 956,653 1,833,160 3,126,254
（単位：トン、1000 円）
資料）貿易統計より作成
中　国 タ　イ 台　湾 韓　国 その他 合　計








点で 23 万 7000 トン、輸出額は 125 億円に達しており、98年のそれぞれ 3.14 倍、2.29 倍となって
いる。同じくアルミスクラップについては、５万 5000 トン、約 40 億円となっており、98年からそ
れぞれ約倍増していることになる。いずれも輸出先は中国が圧倒的に多く、銅スクラップで 94.6％（香









1998 1999 2000 2001 2002
輸　出　量 253,570,285 329,966,815 265,593,084 454,135,834 388,923,273
輸　出　額 6,721,138 7,500,063 10,260,310 13,922,832 13,291,510
（単位：㎏、1000 円）
中　国 韓　国 台　湾 その他 合　計




1998 1999 2000 2001 2002
アルミスクラップ
輸出量 26,694,953 27,634,804 34,672,834 52,673,823 55,420,298
輸出額 2,080,052 2,079,206 2,566,442 3,755,810 3,955,233
銅 ス ク ラ ッ プ
輸出量 75,485,891 83,900,658 110,852,554 156,489,660 237,559,742
輸出額 4,281,182 3,539,943 5,183,775 8,255,074 12,530,363
（単位：㎏、1000 円）
資料）貿易統計より作成
中　国 香　港 韓　国 台　湾 その他 合　計
アルミスクラップ 87.6 7.6 1.3 0.4 3.1 100.0

































1998 1999 2000 2001 2002
輸　出　量 140,907,922 190,626,928 299,959,051 392,163,080 549,598,446
輸　出　額 5,057,524 6,021,647 10,025,087 13,054,041 15,147,963
香　港 中　国 台　湾 その他 合　計



























輸出量 輸出額 輸出量 輸出額
1988 2,101 55,109 0 0
1989 4,224 123,092 0 0
1990 860 32,932 0 0
1991 181 10,464 0 0
1992 18,610 362,954 0 0
1993 26,196 500,536 0 0
1994 5,496 86,569 0 0
1995 37 1,978 0 0
1996 170 10,670 0 0
1997 4,276,141 358,198 16,000 368
1998 17,738,938 1,369,517 131,110 6,840
1999 23,648,144 1,765,726 756,810 24,579
2000 32,533,952 2,728,887 108,260 2,637
2001 38,576,099 2,698,315 40,980 3,546


















輸出量 輸出額 輸出量 輸出額
1988 198 37,232 65 4,574
1989 954 257,266 0 0
1990 636 254,814 0 0
1991 196 72,641 59 12,083
1992 281 57,196 18 3,470
1993 591 68,113 0 0
1994 1,313 68,245 9 426
1995 618 54,732 52 3,852
1996 646 48,044 20 1,957
1997 3,235,364 275,843 10,300 1,390
1998 3,466,376 273,759 148,330 13,984
1999 3,139,875 178,901 696,505 43,200
2000 6,741,358 539,425 639,400 86,273
2001 9,460,862 704,178 726,771 68,885




輸出量 輸出額 輸出量 輸出額
1988 18 1,225 0 0
1989 19 2,141 0 0
1990 19 1,032 0 0
1991 75 7,093 0 0
1992 933 100,656 0 0
1993 5 954 0 0
1994 160 7,023 0 0
1995 676 23,513 45 4,071
1996 371 10,590 0 0
1997 360,155 23,558 51,380 2,017
1998 1,052,332 66,618 111,790 2,062
1999 1,380,545 55,600 1,058,175 28,871
2000 717,110 64,152 394,230 32,917
2001 831,795 65,108 782,180 70,522
2002 1,906,060 92,069 447,090 42,244
資料）貿易統計より作成
－55 －
　プラスチックくずに関しては 1994 年から輸出が拡大した。さらに 2002 年には前年比で焼く 1.5 倍に











輸出量 輸出額 輸出量 輸出額
1988 438,543 24,932 877,086 51,852
1989 403,135 16,310 806,270 34,609
1990 236,465 24,714 472,930 51,418
1991 367,579 21,652 684,940 42,703
1992 667,122 32,452 1,269,544 65,394
1993 665,191 29,568 1,249,882 59,305
1994 2,356,030 116,569 3,712,700 226,670
1995 2,664,320 150,245 4,180,876 263,421
1996 1,752,252 86,294 3,468,914 170,897
1997 3,037,062 132,253 5,782,954 252,169
1998 3,871,757 130,176 7,055,124 248,178
1999 6,348,438 130,507 10,361,634 216,636
2000 7,041,982 214,098 12,711,113 389,082
2001 8,781,029 266,868 14,853,322 463,075




輸出量 輸出額 輸出量 輸出額
1988 0 0 0 0
1989 0 0 0 0
1990 0 0 0 0
1991 20 1,460 0 0
1992 65 5,106 0 0
1993 0 0 0 0
1994 0 0 0 0
1995 8 538 0 0
1996 23 1,724 0 0
1997 356 9,594 744 7,885
1998 195 11,249 2,220 14,130
1999 207 9,350 493 2,435
2000 347 13,167 260 7,022
2001 44 2,855 3,769 31,312

























































石 狩 湾 新 港　（第二次） 廃自動車リサイクル
北 海 道
札 幌 市苫 小 牧 港　（第一次） 古紙・廃プラのリサイクル
室 蘭 港　（第一次） 廃プラス・金属くずのリサイクル
八 戸 港　（第二次） 金属・セメントなどのリサイクル 青 森 県
釜 石 港　（第二次） 石炭灰・廃自動車などのリサイクル 鶯 沢 町
酒 田 港　（第二次） 廃自動車・金属・古紙などのリサイクル －
木 更 津 港　（第二次） 廃自動車・貝殻のリサイクル 千 葉 県
東 京 港　（第一次） 建設廃棄物・廃家電などのリサイクル 東 京 都
川 崎 港　（第二次） エコタウン事業を活用したリサイクル 川 崎 市
三 河 港　（第二次） 廃自動車リサイクル －
姫 川 港　（第二次） セメント焼成炉を活用した廃棄物処理 －
神 戸 港　（第一次） 廃自動車リサイクル
兵 庫 県
姫 路 港　（第二次） 廃タイヤなどのリサイクル
徳 山 下 松 港　（第二次） 廃プラ・PET ボトルのリサイクル
山 口 県
宇 部 港　（第二次） スラグ・石炭灰などのリサイクル
北 九 州 港　（第一次） エコタウン事業による多様なリサイクル 北 九 州 市
三 池 港　（第二次） ＲＤＦ発電所、エコタウン事業の活用 大 牟 田 市




































3  すでに台湾ではエコタウン事業と類似の「エコテクノパーク」事業を 2003 年から開始している。これは土地取得
や工場建設に対する補助金を誘因として環境産業を誘致・育成しようという計画であり、台湾北部（花蓮県）と南部
（高雄県）で整備が進められている。
4  中国政府は 2004 年をめどに家電リサイクル法を策定することを検討している（『日本経済新聞』2003 年 12 月 21
日）。中国ではすでに沿海部を中心にリサイクル産業の集積が見られるが、こうしたリサイクル法の整備と相まって、
今後中国の環境産業の成長が一段と加速することが予測される。
5  繊維メーカーの帝人は、北京市内に PET ボトルリサイクル工場を新設し、原料を中国国内から調達するとともに日










































































型のリサイクルシステムを構築している（『日経産業新聞』2003 年 1月 23日付）。
